
    

    

　　  穿孔に対しては緊急手術を行います。

　　    胃潰瘍・十二指腸潰瘍は、胃壁ないし十二指腸壁の粘膜が深く傷つき、

　　  みぞおちあたりの痛みを感じたり、場合によっては吐血や下血を起こす

　　  病気です。

　　    重要な合併症は出血と穿孔(せんこう)があり、一刻も早い治療が必要

　　  となることがあります。

　　    出血に対しては内視鏡的に止血術を行います。また穿孔とは、腸管に

　　  穴があくことをいい、腸管内の貯留物が腹腔内（お腹の中）に漏出し、

　　  痛みを伴うことが多く、発熱、嘔吐がみられることもあります。症状が重

　　  全体に炎症が起きます。炎症が腹部全体に広がると、我慢ができない位の

　　  くなるとショック状態や命に関わる危険性が高まります（汎発性腹膜炎）。

　  当院は救急告示病院、二次救急病院 （入院治療や手術を必要とする重症患者に対する医療機関）

                     

　  としてがん救急、腹部外科救急を中心に内科系・外科系疾患を24時間体制で休日、夜間も救急
　  対応しております。  急な病気やケガで診療が必要な患者さまは、下記の電話番号までお問い合
　  わせください。

    詳しくは、当院のホームページでご覧いただけます。 

潰瘍  

十二指腸潰瘍穿孔、汎発性腹膜炎に対する緊急腹腔鏡手術  

穿孔(せんこう)部位  

胃潰瘍の出血に対する内視鏡的消化管止血術 

出血部位  

  急性腹症の実際の症例  
 

   

クリップで止血  

術後創部写真  


